
米
19%

野菜
25%

花き
4%

果実
9%

畜産
36%

その他
7%米

10%

野菜
36%

花き
17%

果実
6%

畜産
28%

その他
3%

全 国
9兆1,283億円

愛知県
3,115億円

※資料：生産農業所得統計(農林水産省ＨＰ)※受益地域：津島市、稲沢市、愛西市、
弥富市、蟹江町、飛島村

米
17%

野菜
49%

花き
20%

果実
2% 畜産

5%

その他
7%

受益地域
318億円

・明治33年佐屋川用水の完成(海部幹線水路の前身)
・昭和30年愛知県海部農地開発事務所の設置
・昭和37年水資源開発公団の設立
・昭和39年農林省が木曽川用水事業に着手
・昭和43年海部土地改良区の設立
・昭和44年水資源開発公団が農林省から事業を承継
・昭和50年木曽川大堰の完成
・昭和52年暫定通水の開始
・昭和55年木曽川開発連絡協議会の設置

・昭和58年建設事業の完了
木曽川用水総合管理所の設置

・平成 8 年水資源開発公団営緊急改築事業の着手
（平成14年完了）

・平成 8 年県営地盤沈下対策事業木曽川用水地区
の着手（令和4年完了）

・平成 9 年木曽川用水通水20周年記念式典
・平成15年水資源開発公団から(独)水資源機構へ移行
・令和 4年 (独)水資源機構営及び県営 改築事業の着手

(独)水資源機構営 木曽川用水濃尾第二施設改築事業

県営 地盤沈下対策事業 木曽川用水２期地区

【受益地域の農業】

(1)農業産出額と作物別構成比(2018)

(2)木曽川用水(濃尾第二)に係る沿革

独立行政法人 水資源機構

木曽川用水総合管理所

愛 知 県

海部農林水産事務所

— New Project Starts 2022 －



木曽川、長良川から取水していた85か所の農業用取水
口（愛知県・三重県）を木曽川大堰１か所にまとめて、
安定的な農業用水の取水が可能になったんだね。


